
クイックスタートガイド
V1.2

AGRAS



2  © 2017 DJI All Rights Reserved. 

フライト前に
1.「免責事項および安全に関するガイドライン」および「クイックスタートガイド」をよくお読みください。

 DJI Assistant 2は、Windows 7以降、または OS X 10.11以降に対応しています。

3.チュートリアルビデオの視聴 
 http://www.dji.com/mg-1s/info#video

2.ユーザーマニュアルと DJI ASSISTANTTM 2をダウンロードします。 
 http://www.dji.com/mg-1s/info#downloads

DJI
Assistant 2

ユーザーマニュアル

クイックスタートガイド免責事項と安全に関するガイ
ドライン
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概要
AGRASTM MG-1S（「MG-1S」と略す )は、畑、森林、果樹園などのさまざまな環境や地形での農業用途に設計されたバッ
テリー駆動のマルチローター機体です。防塵、防水（IP43保護等級、IEC規格 60529）機能を備え、防錆素材でできて
いるため、水で洗うことができます。
MG-1Sにはデュアル IMUとデュアルコンパス機能を備えた DJITM専用の A3冗長システムが搭載されており、常に安全
で安定した操作を保証します。新機能の Fモードでは自動インテリジェントフライト計画に DJI MGを使用します※。も
う 1つの新機能であるレーダー地形フォローは、機体の前方、後方、および底面に搭載された 3つのレーダーモジュー
ルで構成されており、地形追従のために 3方向からの距離を測定します。 

送信機には内蔵 Androidシステムを搭載した見やすい専用画面が付いており、DJI MGアプリを独立して実行できます。
アプリにはインテリジェント操作計画機能が搭載されており、操作エリアと障害物に応じて自動的にフライトルートを
生成できます※。DJI MGアプリはシステムステータスを表示できるため、機体が離れた場所で噴霧操作を実行する場合
便利です。

※ 日本は未対応

機体

1 プロペラ
2 フレームアーム
3 モーター
4 方向 LED

5 スプリンクラ
6 ノズル
7 ホース
8 リンクボタン
9 ポンプポート
10 予備拡張ポート 1

11 レーダーポート 

12 Micro USBポート
13 予備拡張ポート 2

14 ランディングギア
15 ポンプケーブル
16 デリバリポンプ
17 流量計
18 後部レーダーモジュール
19 バッファータンク
20 噴霧タンク
21 機体ステータスインジケータ
（機体後部）

22 機体本体
23 内蔵 GPSモジュール
24 インテークベント（機体の前面）
25 電源ポート
26 バッテリー室
27 液体レベルメーター
28 下方レーダーモジュール
29 前方レーダーモジュール
30 レーダーケーブル
31 送信機ホルダー
32 アンテナ

 機体の中央にある GPSモジュールを塞がないでください。塞いでしまうと、GPS信号の強度が低下します。
 MG-1Sにバッテリーは付属していません。DJI指定の MG-1Sバッテリーパック（モデル：MG-12000S）を購入してください。

1
2
3
4

5
6
7

8
9

24
25

29 30

31

32
26

27

28

14 15

19

1817

20

16

1110 13
12

21
22

23



4  © 2017 DJI All Rights Reserved. 

AGRAS MG-1Sクイックスタートガイド

送信機

1 アンテナ
2 ディスプレイ機器
3 スピーカー
4  コ ン ト ロ ー ル ス
ティック

5 ストラップ取付口
6 電源ボタン
7 ステータス LED

8 バッテリー残量 LED

9 RTHステータス LED

10 操作モードスイッチ
11 RTHボタン
12 Micro USBポート
13 Micro SDカードスロット
14 CANポート
15 USBポート
16 噴霧流量ダイヤル
17 噴霧ボタン
18 フライトモードスイッチ
19 スリープ／復帰ボタン

20 ボタン A

21 ボタン B

22 設定ダイヤル
23 ボタン C1

24 ボタン C2

25 ボタン C3

26 ボタン C4

27 電源ポート

例えば、次の説明ではモード 2を使用します。左スティックで機体の高度と進行方向、右スティックで前進、後退、右
回転、左回転をコントロールします。 

左スティック 右スティック
上昇

下降

右
旋
回

左
旋
回

前方

後方

右

 左
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 送信機の接続方法と使用方法の詳細については、ユーザーマニュアルを参照してください。
 DJI MGアプリでスティックモードを変更できます。
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取り付け

電源ポートモジュールの取り付け
機体底部にある 2つの電源ポートモジュールを 2つのランディングギアの脚に取り付けて 2本の M3× 18ネジと 1本の
M3× 22ネジで固定します。

ホースクリップの取り付け
ランディングギアの右脚の取り付け位置（図を参照）の外側に自動接着性ホー
スクリップを取り付けて M3× 6ネジで固定します。

ランディングギアの取り付け
1. 2本のコンパスケーブルが付いているランディングギアの脚を確認します。
2. ランディングギアの脚のチューブから各コンパスケーブルを取り外します。機体の背面から見て、各コンパスケーブ
ルを機体本体の右側にあるコンパスポートに接続します。組立ケーブルをケーブルプロテクタスロットに入れ、閉じ
ます。ケーブルを損傷しないように気をつけてください。

3. 各ケーブルプロテクタおよびケーブルを機体本体の対応する取り付け位置に配置し、ランディングギアの右脚を取り
付け位置に取り付けます。

4. 2枚の落下防止プレートを取り付け位置に挿入し、3本の M3× 10ネジで固定します。

 取り付けにはスレッドロッカーが必要です。ランディングギア、噴霧タンク、スプリンクラ、および電源ポートモジュールを取り付
ける場合にスレッドロッカーを塗布します。フライト前にスレッドロッカーが完全に乾いて固くなっていることを確認します。

 取り付け時に最小曲げ半径よりも狭いアークでホースを曲げないでください。これにより、折り目が付かないようにして噴霧効果が
低減しないようにします。

 機体に電源を入れる前に、すべての取り付けおよび接続手順が完了していることを確認してください。

上部ネジ穴への取り付け

落下防止プレート

コンパスケーブル

 機体背面

コンパスポート

ケーブルプロテクタ

5. ランディングギアの左脚を取り付け、3本のM3× 10ネジで固定します。

M3× 18
M3× 18

M3 × 22
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2. ホースクランプ Bと M4× 8ネジを用意してホースを噴霧タンク上部の両側に固定します。 
1  ホースクランプ Bを適切な角度にゆっくりと開きます。開きすぎてクランプが損傷しないようにしてください。
2  固定する必要がある位置で白いホース（外側の位置）と黒いホース（内側の位置）の周りをクランプで留めます。
クランプの平らな面が噴霧タンクに向いていることを確認してから M4 x 8ネジで固定してください。

白いホース 黒いホース

噴霧タンクの取り付け
1.噴霧タンクにスプリンクラキットを取り付けます。

1  左右のデリバリポンプアウトレットのナットを外して、T型コネクタの白いホースをナットに通して左アウトレッ
トまで引きます。T型コネクタの黒いホースをナットに通して右アウトレットまで引き、適切なレンチを使用して
両方のナットを締め付けます。液漏れを防ぐためにナットがしっかりと締め付けられていることを確認してくだ
さい。

2  T型コネクタのナットを外して、スプリンクラの付いた白（または黒）のホースをナットに通して 
白色（または黒色）のホースが付いた Tコネクタまで引きます。適切なレンチを使用してナットを締め付けます。

3  2つスプリンクラキットの 2つの T型コネクタを 2つのデリバリポンプの間にあるスロットに挿入します。白ホー
スが付いている T型コネクタは黒いホースの下にある必要があることに注意してください。

白いホース
黒いホース

3. 噴霧タンクのカバーを外します。機体の背面から見て、機体の右側にタンクの口を向けて、両側のホースをランディン
グギアの脚の 2本のチューブの間にあるスペースに通します。

4. 噴霧タンクを持ち上げて、タンクの口をランディングギアの右脚の 2本のチューブの間のスペースに通します。
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フレームアームの展開
1. フレームアーム 1 を展開し、2つのアームスリーブをジャンクションの両側に締め付けます 2 。

2. モーターの位置および回転方向を確認します。上面図は、モーター M1～ M8が反時計回りの順序で並び、モーター
M1と M2が機体の前面、モーター M5と M6が背面にあることを示しています。モーター M1、M3、M5および M7
は「CCW」マークで示されているように反時計回りに回転し、モーター M2、M4、M6および M8は「CW」マーク
で示されているように時計回りに回転します。

5. ランディングギアの左脚にあるプラグを噴霧タンクの取り付け穴に挿入します。 

6. ランディングギアの右脚の固定部をチューブにあるマークに合わせてスライドさせて、固定部の穴と噴霧タンクの右
側のツメを揃えます。次に、2本の M3× 12ねじと 1本の M3× 10 (Plus)ねじを締めます。

M1M2

M3

M4

M5 M6

M7

M8

M3 x 12M3 x 12

M3 x 10 (Plus)

マーク

7. 2本の各ポンプケーブルを機体本体のポンプポートに接続します。
8. レーダーケーブルを機体本体のレーダーポートに接続します。
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スプリンクラの取り付け
1. スプリンクラをモーター M3および M8の下にある白いホースに取り付けます。スプリンクラをモーター M4および

M7の下にある黒いホースに取り付けます。3本の M3 x 5ネジを使用して 4つの各スプリンクラを取り付けます。
2. ホースクランプ Bと T3 x 8ネジを用意して、ホースをフレームアームに固定します。 

1  ホースクランプ Bを適切な角度にゆっくりと開きます。開きすぎてクランプが損傷しないようにしてください。
2  固定する必要がある位置でホースの周りをクランプで留めます。クランプの平らな面がフレームアームジャンク
ションの下部に向いていることを確認してから、T3 x 8ネジで固定してください。

3. 両側のホースをランディングギアのクリップに挿入します。

4. ランディングギアの右脚にフェンダーを取り付けて、液体を注ぐときにこぼれないようにします。フェンダーが損傷
しないように気をつけてください。
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バッテリーの取り付け
機体の前面からバッテリーをバッテリー室に挿入します。バッテリーがしっかりと取り付けられていることを確認して
から、ベルトを噴霧タンクのボタンに固定します。

XT90ポート バッテリーコミュニ
ケーションポート

ボタン

ベルト

USBスティックの取り付け
USBスティックは送信機のディスプレイ機器に使用して特定のネットワークにアクセスできるようにします（DJI農業管
理プラットフォームへの接続など）。USBスティックが送信機に正しく取り付けられていることを確認してください。正
しく取り付けられていないと、関連するサービスが利用できません。 

1. 送信機の背面にある 4本のネジとカバーを外します。
2. USBスティックに SIMカードを正しく挿入し、USBスティックを送信機の側面にある USBポートに接続します。適
切に動作するか確認します。*

3. カバーを取り付けて、ネジを固定します。

  DJI認定の USBスティックを使用してください。
  USBスティックおよび SIMカードは、それぞれのマニュアルに従って使用してください。

* テスト手順：送信機の電源ボタンを一度押してから長押しして、送信機の電源を入れます。DJI MG アプリ -  - ［ネッ
ト状態を診断します］：［インターネット通信］、［DJI農業管理プラットホーム］ともに［通信正常］の場合、USB スティッ
クと SIM カードが適切に動作していることを示しています。

  MG-1Sにバッテリーは付属していません。DJI指定の MG-1Sバッテリーパック（モデル：MG-12000S）を購入してください。
  機体の電圧は 50.4Vに達することがあります。バッテリーの安全に関するガイドラインを読み、ご自身の安全を確実にするために、
バッテリーを取り扱うときは必要な予防措置を講じてください。
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安全なフライトのために
ご自身の安全のために、また周りの人々の安全のために、基本的なフライトガイドラインを理解しておくことが重要です。
1. 屋外での飛行：人や動物の近くまたは上、建物、送電線、その他の障害物の近くでは飛行させないでください。 
2. いつでもコントロールを保有する：送信機に常に手を置き、飛行中の機体を制御してください。これは、インテリジェン
ト操作計画システム、スマート操作モードやスマート Return-to-Homeなどのインテリジェント機能を使用している場
合でも同様です。

3. 視界の維持：いつでも機体を視野に入れておいてください。視野を遮る可能性のある建物や他の障害物の後ろを飛行
させることは避けてください。

4. 高度の監視：航空機や他の航空交通の安全のために、高度 50メートル未満を、または地元の法令や規制に従って常
に飛行させてください。

飛行禁止区域などの重要な安全機能の詳細については、http://www.dji.com/flysafe/no-fly をご覧くだ
さい。

コンパスのキャリブレーション
フライト前に、必ずコンパスを校正してください。キャリブレーションを行わないと、予期しないフライト動作を引き
起こすことがあります。
1. 強力な磁気妨害の可能性のある場所（巨大な金属性の物体がある場所、立体駐車場、地下の鋼鉄補強材、橋下など）
ではコンパスのキャリブレーションは行わないでください。

2. コンパスのキャリブレーション時には、鍵やスマートフォンなどの強磁性物質は持たないでください。 
3. 屋内から屋外に移動した際には、必ずコンパスのキャリブレーションを行ってください。
4. 機体を地面に設置後、機体ステータスインジケータが赤色と黄色に交互に点滅した場合、コンパスは磁気干渉を受け
ています。場所を変えてください。

5. 機体ステータスインジケータが赤色で点滅している場合は、コンパスのキャリブレーションに失敗したことを示して
います。校正をやり直してください。

フライト時の考慮事項
1. 豪雨（降水量が 12時間で 25mmまたは 0.98インチを超える）、強風（28km/hを超える）、霧、雪、雷など、劣悪な
天候条件では機体を使用しないでください。

2. 飛行は周囲が開けた屋外でのみ行ってください。高いビルや鉄骨の建物は搭載されたコンパスや GPS信号の正確性に
影響を及ぼすおそれがあります。

3. スマートフォンの基地局や電波塔など高レベルの電磁波域で飛行させないでください。
4. 機体やバッテリーの性能は、空気密度や気温などの環境要因に左右されます。海抜 2km超で飛行させるときは、バッ
テリーと機体の性能が落ちる可能性があるので、細心の注意を払ってください。

5. 北極、南極圏では、機体は Pモードまたは Fモードで操作できません。
6. Fモードまたはスマート操作モード／マニュアルプラス操作モードでは、GPS信号は強力にしてください。
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Return-to-Home※
ホームポイントが機体に確実に記録されるように、GPS信号が強力な状態で離陸することが重要です。 
次の場合、機体は自動的にホームポイントに戻ります。
スマート RTHRTHボタンを押します。
フェールセーフ RTH*：送信機の信号が途切れた状態になっています。

離陸前に、近くの建物を超える適切な RTH高度を必ず設定してください。機体をホームポイントに戻す際は、コントロー
ルスティックで誘導してください。 

農薬の使用
1. 農薬には毒性があり、人間の健康に深刻な危険をもたらすことがあります。農薬の使用に当たっては、仕様書の指示
に厳密に従ってください。 

2. 注いだり混合したりするときに液がはね散ったりあふれたりして、機器に農薬が残留すると、皮膚に炎症を起こすこ
とがあります。混合した後は、機器を必ず洗浄してください。

3. 農薬の混合にはストレーナが詰まらないよう、上水をお使いください。機器を使用する前に詰まりがあれば、洗浄し
て除去してください。

4. 防護性のある衣服を着用して、農薬が直接体に触れないようにしてください。農薬を扱った後は、必ず手と皮膚を流
水で洗ってください。農薬を使用した後は、機体および送信機をきれいにしてください。

5. 農薬の効果的な使用は、農薬の密度、噴霧量、噴霧距離、機体速度、風速、および風向によって左右されます。農薬
の使用時にはすべての要因を考慮して、周囲の人、動物および環境の安全を決して損なわないようにしてください。

6. 河川や飲料水源を絶対に汚染しないでください。 

7. 粉末状の農薬はできるかぎり使用しないでください。噴霧システムの耐用年数が短くなる可能性があります。

ご自身の安全と周りの人々の安全のため、基本的なフライトガイドラインを理解することが重要です。
免責事項および安全に関するガイドラインを必ずお読みください。

Return-to-Home

* DJI MGアプリでフェールセーフ RTHを有効にしておく必要があります。有効でない場合、送信機信号が消失した場所の空
中で機体は停止します。

※「Return-to-Home」は（一社）農林水産航空協会の指針により作業中に使用できません。
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MG-1Sの使用 

フライトバッテリーの準備
DJI指定のフライトバッテリー（モデル：MG-12000S）を購入してください。
フライト前にバッテリー残量を確認し、メーカーの指示に従って充電します。

送信機の準備
バッテリー残量のチェック

ボタンを1回押すと、バッテリー残量を確認できます。 
ボタンを 1回押し、次に長押しすると、電源がオンま
たはオフになります。

  充電が完了すると、バッテリー残量インジケータが自動的に消灯します。充電時間は約 3時間です。

バッテリーの充電

充電器

電源コンセント

アンテナの調整
送信機のディスプレイ機器をお好みの位置まで傾け、アンテナが立つよう向きを調整します。送信機信号の強度は、アン
テナの位置によって変動します。

強い 

広げる

 弱い

モデル：MG-12000S

少 多



AGRAS MG-1Sクイックスタートガイド

© 2017 DJI All Rights Reserved.  13

機体が最適な伝送域から出ないようにしてください。信号が弱い場合は、アンテナを調整するか、機体をもっと近くで
飛ばしてください。

  送信機と同じ周波数帯を利用する無線機器は使用しないでください。

離陸準備
MG-1Sを初めてお使いになるときは、DJI MGアプリを使用して、MG-1Sを有効化します。DJIアカウントとインターネッ
ト接続が必要です。
1. 見晴らしのよい平らな場所に、機体ステータスインジケータが手前を向くようにして機体を置きます。
2. プロペラが広げられており、モーターにしっかりと取り付けられていることを確認します。フレームアームを広げ、
アームスリーブをしっかりと締めます（フレームアームの広げ方については、7ページを参照してください）。

3. 送信機の電源を入れます。
4. バッテリーがしっかりと取り付けられていることを確認してください。バッテリーを先に通信ポートに接続してから

XT90ポートに接続します。 

コンパスのキャリブレーション
1. アプリに移動し、［タスクを実行］をタップしてインターフェースに入ります。画面上部にある機体ステータスバーを
タップして、機体ステータスリストで［校正］を選択し、画面の指示に従います。

2. 機体を正立させて持ち、中心軸に沿って 360度回転させます。機体ステータスインジケータの色が緑に変わります。
3. 機体のノーズを上に向けて持ち、中心軸に沿って 360度回転させます。

4. キャリブレーションが完了していると、機体ステータスインジケータに現在のフライトモードが表示されます。機体
ステータスインジケータが赤く点滅する場合は、上記の手順を繰り返して、コンパスのキャリブレーションをやり直
します。

最適な伝送距離
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  モーターが回転した状態で放置した場合、機体が横滑りし周囲の人や物に対して損害を与える危険性があるので、周囲の安全が確認
出来る場合のみモーターを始動して下さい。

  回転中のプロペラは危険です。近くに人がいる場合や狭い場所では、モーターを始動させないでください。

  モーターの回転中は送信機から手を離さないでください。

  飛行中にモーターを緊急停止しないでください。ただし、緊急停止することで破損やけがのリスクを低減できるような緊急の場合を
除きます。

  方法 2を使用してモーターを停止する場合、機体が完全に地面に接していないと転倒することがあります。慎重に使用してください。
モーターを停止する場合は方法 1を推奨します。

  着陸後、送信機の電源を切る前に機体の電源を切ってください。ケーブルは先に XT90ポートから外してから、バッテリー通信ポー
トから外します。

飛行
フライトモードスイッチが「P」ポジションにあることを確認し、強い GPS信号を受信するまで待ちます。操作モード
スイッチが「M」ポジションにあることを確認します。DJI MGアプリの左下隅にある［タスクを実行］をタップしてイン
ターフェースに入りモーターを起動します。

離陸
CSC（コンビネーション・スティック・コマンド）を実行してから、スロットルスティックをゆっくりと上に押し上げ
て離陸します。

着陸
着陸するには、スロットルスティックを下に引き下げ、機体が地面に着くまで機体を下降させます。モーターを停止さ
せるには、2通りの方法があります。
1. 機体が着陸したらスロットルスティックを押し下げて保持します。モーターは 3秒後に停止します。 

スロットルスティック

または

または

2. 機体が着陸したら、スロットルスティックを押し下げ、CSCコマンドを実行してモーターを停止させます。モーター
が停止したら両スティックを離します。

スロットルスティック

スロットルスティック
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インテリジェント操作計画システムの使用※

送信機には、DJI MGアプリを実行できる内蔵 Androidシステム搭載の鮮明な画面を装備しています。インテリジェント操
作計画システムの内蔵アプリを介して操作エリアと障害物の測定、ウェイポイント、およびその他の設定を行い、アプリ
が設定に従ってフライトルートを生成します。Fモードの場合、機体はフライトルートに従って自動的に操作できます。

フライトルートの計画
フライトルートを計画する場合、機体の電源がオフであることを確認してください。

  必ず屋外で離陸してください。

  タスクを開始する前にモーターを始動するとタスクが自動的にキャンセルされます。タスクリストからタスクを再呼び出しする必要
があります。

  タスクが完了すると、機体はフライトルートの終了ポイントでホバリングします。

  キャリブレーションポイントは、送信機と機体の位置の違いによって生じるフライトルートのバイアスを修正するために使用されま
す。同じタスクを実行する場合、バイアス調整のために識別しやすい金属ペグや明確なマーカーのようなキャリブレーション用の固
定基準ポイントを選択してください。

タスクの開始

送信機の電源をオンにし
ます。 
DJI MGアプリに移動し
ます。

［タスクを計画］を
タップします。

［測定開始］をタップ
します。

フライトルートを調
整します（ルート角
度、ライン間隔、距
離の短縮）。

キャリブレーションポ
イントの位置まで移動し
ます。［測位基準点を設定 
C3］をタップします。

タスクを保存
します。

境界に沿って移動します。
転回点で［C2で散布範囲
頂点を追加］をタップし
ます。

障害物付近で［C1で
障害物位置を追加］を
タップします。*

障害物に沿って移動し、
［C2で散布範囲頂点を追加］
をタップして複数のウェイ
ポイントを追加します。*

［C1で障害物設定完了］
をタップします。*

DJI MG 
APP

衛星数 ≥ 10
測位精度： 
2m以下

10
RC

［測定終了］をタップし
ます

フライトモードスイッチを
Fモードに切り替えます。

［タスクリスト］および［タ
スクを呼出］から選択し
ます。 

F·A·P

［GPS 測位誤差を補
正 ]をタップします。

［タスクを実行 ]を
タップします。

［右にスライドして自
動実行］

機体をキャリブレーション
ポイントに置きます。

機体に電源を
入れます。

*操作エリアに障害物が存在する場合。

※（一社） 農林水産航空協会の承認を取得してから導入する予定です。
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操作モード
各操作モードの詳細については、ユーザーマニュアルを参照してください。

その他の機能

詳細については、ユーザーマニュアルを参照してください。

動作再開 システムデータ保護 空タンク警告

仕様
エアフレーム

対角線サイズ 1,515mm

フレームアーム長 625mm

寸法
1,471mm x 1,471mm x 482mm 
（フレームアーム展開、プロペラ取り外し時）
780mm x 780mm x 482mm（フレームアーム折りたたみ時）

推進システム
モーター
ステーターサイズ 60 x 10mm

KV 130rpm / V

最大推力 5.1kg / ローター

最大出力 770W

重量（冷却ファン搭載時） 280g

ESC

最大許容電流（常時） 25A

動作電圧 50.4V（12S LiPo）

信号周波数 30～ 450Hz

駆動 PWM周波数 12kHz

折りたたみ式プロペラ
材質 高性能強化プラスチック

直径 xピッチ 21 x 7インチ

重量 58g

噴霧システム

噴霧タンク

容量 10 L

標準動作ペイロード 10kg

最大バッテリーサイズ 151mm x 195mm x 70mm

スプリンクラ

モデル XR11001VS



AGRAS MG-1Sクイックスタートガイド

© 2017 DJI All Rights Reserved.  17

数量 4

最大噴霧速度 XR11001VS：0.45L /分、TX-VK8：0.525L / 分（単一ノズル、水使用時）
噴霧幅 4～ 6m（4ノズル、植物の上 1.5～ 3m飛行時）

飛沫サイズ 130～ 250μm 
（動作環境と噴霧速度による）

レーダー地形フォローシステム
認識範囲 1～ 5m（種類が異なる複数の植物の上を飛行した場合は変化します）

作業範囲 1.5～ 3.5m

検出精度 10cm 未満

フライトパラメータ
総重量（バッテリーを除く） 10kg

標準離陸重量 23.8kg

最大離陸重量 24.8kg（海面位）

最大推力重量比 1.71（離陸重量 23.8kg）

GNSS GPS+GLONASS

バッテリー DJI純正バッテリーパック（モデル：MG-12000S）。
最大消費電力 6,400W

ホバリング消費電力 3,800W（離陸重量 23.8kg）

ホバリング時間 * 22分（離陸重量 13.8kg（12,000mAhバッテリー搭載時））
10分（離陸重量 23.8 kg（12,000mAhバッテリー搭載時））

最大動作速度 7m / 秒

最大飛行速度 12m / 秒（Pモードまたは Fモード（GPS使用時）)、15m / 秒（Aモード）

最大風圧抵抗 8m / 秒
運用限界高度 2,000m

動作環境温度 0～ 40℃

送信機
モデル DLG60A

動作周波数 2.400～ 2.483GHz

最大伝送範囲 1km（障害物および干渉がないこと）
EIRP FCC：24dBm、CE/KCC/SRRC/TELEC：19dBm

内臓バッテリー 6,000mAh、2S LiPo 

ディスプレイ機器 5.5インチ画面、1,920 x 1,080、1,000cd/m2、Androidシステム、4G RAM＋ 16G ROM

出力 7W

動作環境温度 -10～ 40℃

保管環境温度 3ヵ月以内：-20～ 45℃
3ヵ月超：22～ 28℃

充電温度 5～ 40℃

送信機充電器

モデル A14-057N1A

電圧 17.4V

定格出力 57W

*海面位かつ風速 3m / 秒以内（参照用）
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